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昨年の春、新型コロナウイルスの第一波により、毎年恒例のお花見に行くことができな

くなりました。せめて春の気分を味わおうと、ハナモモの鉢植えを事業所に飾り、花が終

わった後は敷地内に植えました。「来年、再び花が咲く頃には、世の中が平常に戻っていて

欲しい…」と願いながら。そのハナモモは今年も見事な花を咲かせてくれましたが、新型

コロナウイルスは、いまだ私たちの生活に影を落としています。 

この 1年半、私たちは感染防止に細心の注意を払いながら、できる活動を地道に続けて

きました。利用者の中には、障害者雇用枠で一般企業に就職した人や、通信制高校に通い

始めた人もいます。 

日本でもワクチン接種が本格的に始まり、感染状況の沈静化が期待されます。新型コロ

ナウイルスとの戦いが長引く中で、「自粛疲れ」や「慣れ」が出やすい局面ではありますが、

あとひと頑張りして、このコロナ禍を乗り切っていきたいと思う今日この頃です。 
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絵を描くことが好きで、工房さんりん舎でもその腕前を活かしていろいろな製品づくり

に取り組んでいる Maiko さん。彼女があいちアール・ブリュット展に出展した絵が企業の

ノベルティグッズのデザインに採用されました（左の写真）。写真はマスクケースですが、

工事現場を囲うパネルにもこの絵が使われたそうです。 

 また、出身高校の元担任の先生から、「最近、生徒たちの元気がないから、教室に絵を飾

りたい」と頼まれて絵を制作（右の写真）。Maiko さんは、自分が高校生だった頃の気持ち

を思い出して、生徒の心に響くような絵にすることを心がけたそうです。 

 最近の Maiko さんは、iPad で絵を描いてインスタにあげるのが楽しみとのこと。絵を通

して社会とつながる Maiko さんの一層の活躍が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  工房さんりん舎を利用しながら定時制高校にも通っていた小川さんが、この春、無事

高校を卒業しました。また、小川さんは生徒会の副会長を務めていたため、感謝状も受

け取っています。 

  小川さん、ご卒業おめでとうございます！ 

 

 

 

 

 

 

 

   

利用者近況 

Maiko さん 

小川さん 

さん 



 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  昨年度、工房さんりん舎にボランティアに来てくれていた小玉真菜さんがボランティ

ア体験記を寄せてくれたので、ご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  小玉さんには行事のバーベキューなどにも参加していただき、利用者さんも小玉さんが

来る日を楽しみにしていました。当時、小玉さんは大学 4 年生でしたが、大学院進学に

ともない、ボランティアを終了されました。小玉さん、どうもありがとうございました！ 

包丁再生 

いつもなにかとお世話になっている

ご近所さんが、工房さんりん舎で使用

している包丁を研いでくれました。 

なんでも、包丁の種類によって、片

側だけを研ぐか、両側を研ぐかなどが

変わってくるそうです。 

研いでもらった後は、包丁の切れ味

が見事に回復！ 調理実習にますます

精が出そうです。 

どうもありがとうございました。 

時間との闘い 

ある日の工房さんりん舎の昼食は

ラーメン。10 人分ほどあるので、麺

が伸びてしまわないように、昼食時間

に合わせて手際よく作らないといけ

ません。 

ボランティアさんと利用者が協力

して、タイミングよく麺をゆで、ほう

れん草やゆで卵などの具をのせ、スー

プを温めて・・・無事、おいしいラー

メンができあがりました。 

ボランティアさんの声 

  私は 7 月から約 8 ヶ月間、工房さんりん舎でボランティアをさせて頂きまし

た。主な活動内容として箸入れや、利用者さんと昼食の用意をしました。その他

にもレクリエーションなどで利用者さん達と交流を深めることができました。 

作業所でのボランティアは初めてで、初めの頃は緊張していましたが、皆さん

がたくさん話しかけてくれてとても嬉しく思い安心したのを覚えています。また

アットホームな環境で利用者さん達と関わることができてとても楽しかったで

す。 



 

 

ボランティアさん募集 

 

 

 

 

 

 

アットホームな雰囲気

の一軒家です。 

 

 

 

 

 

 

この部屋で作業や食事

をします。 

 

 

 

 

 

 

割箸を袋に詰める作業

の完成品。 

 

 

 

 

 

ある日の昼食。いつも

10 人分ほど作ります。 

 

 

 

 

 

月に一度、緑道清掃のボ

ランティアを行います。 

 

 

 

 

 

お花見など、季節ごとの

行事もあります。 

NPO 法人アダージョちくさ 

工房さんりん舎 
名古屋市千種区赤坂町七丁目 56 番地 

TEL/FAX：052-723-5533 

E-mail：koubousanrinsha@gmail.com 

 

 
 

 

 

 工房さんりん舎は、精神障がいのある方を対象とした作業所型地域活動支援センターで

す。 

 現在、利用者さんと一緒に昼食づくりや作業のお手伝いをしていただける方を募集して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 月曜または金曜の 10 時から 15 時のうち、空いているお時間に無理のない範囲でお手

伝いして頂ける方を探しています。お気軽にお問い合わせください。 

 

 


